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令和８年９月１８日 

 

福津市議会 

議長 髙山 賢二 様 

 

建設環境委員会 

委員長 米山 信 

 

建設環境委員会審査報告書 

 

令和８年第６回福津市議会定例会において、本委員会に付託を受けておりました事件

についての審査結果を、会議規則第１１０条の規定により次のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１．審査経過 

付託年月日   令和８年８月２７日 

審査年月日   令和８年９月９日 

 

２.出 席 者 

委 員  米山委員長、豆田副委員長、井手口委員、倉元委員、榎本委員 

執行部  髙山経済産業部長、水上都市整備部長、 

来仙建設課長、来福建設課主幹 

 

◎議案第６０号 福津市道路占用料条例等を改正することについて 

審査内容 

（１）主な質疑及び答弁 

（質疑）今回の改正の経緯は。 

（答弁）国は令和６年の固定資産税の評価替えを踏まえ、地価に対する賃料水準の

動向などを考慮し道路占用料を定め、令和８年４月１日から施行している。

その動きを受けて本市でも条例改正するものである。 

占用者への十分な周知期間を設定し、近隣の古賀市・宗像市と時期を合わせ

て実施するため、令和９年４月１日から施行する予定としている。 

（質疑）道路占用料として徴収した収入で維持管理が出来ているのか。 

（答弁）維持管理事業全てを賄えるものではないが一部に充てる重要なものと認識

している。 

（質疑）どれほどの歳入増になるのか。 

（答弁）令和８年度分で試算すると年間 1,583 万 1,260 円が、改定により 19％増
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の1,879万 6,110円となる見込み。 

（質疑）個人住宅に架かる通路橋の減免措置は。 

（答弁）現状では３メートル以下で減免と施行規則で規定しているが、住宅事情や

車両の大型化などもあり、４メートル以下に改正することを考えている。 

 

（２）主な意見 

（賛成）改正に関する国の経緯や内容についてもっと分かりやすく説明いただくこ

とを期待し、賛成する。 

（３）審査結果 

本委員会では、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 


